
講演（70分）

講演（70分）

１年間で大きく道を拓いた、５つの挑戦と結果

プログラム

1300 開場

1300-1330 受付・展示見学

1330-1340 開会挨拶

1340-1450 講演
㈱ROCKY-ICHIMARU

1450-1520 休憩・展示見学

1520-1630 講演
㈱アイナックシステム

1630-1700 展示見学

1700- 名刺交換会

株式会社 久留米リサーチ・パーク
〒839-0864 久留米市百年公園1-1
担当/研究開発部

中学生の頃からの夢である「農業の自動化」。小さな中

小企業が未来へ挑戦し、成長を遂げた1年間を、5つの

具体的な取り組みとその成果を通じてご紹介します。

株式投資型クラウドファンディングでの資金調達、ブラ

ンディングによる事業拡大、AIイチゴ自動収穫ロボット

の販売開始、国家プロジェクトへの参画、福岡市でのス

マート農業実証実験など、多岐にわたる挑戦とその裏側

にある想いを共有。中小企業が持続的に発展するため

のヒントをお届けします。

展示（21ブース）

ものづくり等企業（8）
講演企業（2）

研究機関・支援機関（11）

お
問
い
合
わ
せ

●主催：㈱久留米リサーチ・パーク
●後援：久留米市・筑邦銀行

参加費無料（名刺交換会 1,000円/人）

日時

場所

2025年10月29日（水） 13：30～
久留米リサーチセンタービル 展示場

（久留米百年公園内）

TEL 0942-37-6114
FAX 0942-37-6119

https://www.kurume-rp.co.jp/

未来を拓く成長戦略 
～共創とM&Aで飛躍する、ものづくり企業の挑戦～
グローバルニッチトップクラスの製品を持つ私たちが、

なぜ今、変革に挑むのか。厳しい経営環境を乗り越える

ため、私たちは協業・共創、そして戦略的M&Aに活路を

見出しました。

上場を視野に入れたガバナンス強化を機に、M&Aを通

じてバックオフィスを共有化し、各社が事業に集中でき

る体制を構築。異なる地域や市場、技術を持つ企業の

事業活動のシナジーを創出し、グループ全体の成長を

加速させる私たちの挑戦と未来構想を語ります。
株式会社ROCKY-ICHIMARU

代表取締役社長

市丸 寛展 氏

株式会社アイナックシステム

代表取締役

稲員 重典 氏



株式会社ROCKY-ICHIMARU 代表取締役社長 市丸 寛展 （いちまる ひろのぶ）氏

◎講師略歴
1970年生まれ。94年、東京工業大学・大学院を卒業。住友金属工業株式会社(当時)に入社。設備部で生産設備の改善や新設に携わった
後、子会社の鹿島プラント工業株式会社(当時)で設計製造に従事。98年、父が創業した株式会社市丸技研(当時)に入社。2017年、4代目
社長に就任。事業拡大、社内改革、理念経営の実現などに取り組む。

2025年度 産学官テクノ交流会 in くるめ

参加申込フォーム

申込締切：10月22日（水）

■上記QRコードから、申し込みフォームにてお申し込みください。
■弊社HP（https://www.kurume-rp.co.jp/tech/2025/）からもアクセスいただけます。

◆出展企業・機関（順不同）
株式会社HABITZ、株式会社ROCKY-ICHIMARU、株式会社SING、株式会社アイナックシステム、株式会社イナバ、株式会社久留米
原種育成会、四恩システム株式会社、株式会社シマブン、ダイハツ工業株式会社 九州開発センター、橋本事務機株式会社、九州
産業大学、久留米工業高等専門学校、久留米工業大学、久留米大学、佐賀大学、福岡大学、福岡県工業技術センター生物食品研
究所、公益財団法人福岡県産業・科学技術振興財団、福岡県中小企業生産性向上支援センター、福岡県中小企業団体中央会 福
岡県省力化補助金事務局、株式会社久留米リサーチ・パーク

FAXでの申込は ０９４２－３７－６１１９
㈱久留米リサーチ・パーク 研究開発部行

◆参加される項目（講演会、名刺交換会）に〇印をご記入ください。
◆中止の際等のご連絡のため、E-mailアドレスは必ずご記入ください。

会社名 業種

所在地 〒

連絡先 TEL

参加者氏名 所属・役職名
講演会
参加

名刺交換会
参加

E-mail：

E-mail：

E-mail：

※次の事項についてご確認の上、同意いただける場合は□欄にチェック願います。

□ 私は、貴社ホームページから㈱久留米リサーチ・パーク個人情報保護方針を確認の上、個人情報に関する取扱いに同意します。

株式会社アイナックシステム 代表取締役 稲員 重典 （いなかず しげのり）氏

◎講師略歴
1966年生まれ。いちご・ぶどう農家の次男坊。福岡県の工業高校電気科を卒業。上場企業である日本タングステンに入社。複数社を経て、
2008年に創業。ファクトリーオートメーション事業を立ち上げ。2012年より農業の自動化に着手。スマート農業のパイオニア企業として、
農林水産省やJICA等とスマート農業に関する講演会複数。「モノづくりでびっくりさせる」ことがやる気の源泉。
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